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「中期経営計画2030 基本方針」のお知らせ 
 

 

中越パルプ工業グループは、来年度をスタートとする新たな中期経営計画の公表に先立ち、「中

期経営計画2030 基本方針」を下記の通りお知らせいたします。なお、中期経営計画2030の詳細は

2026年５月の発表を予定しております。 

 

紙パルプ業界を取り巻く環境は、構造的問題による需要減少や物価上昇、海外経済の減速、地政

学リスクの高まりなどにより先行き不透明な状況が続いています。これに加え、持続可能な社会を

実現するための地球温暖化防止の取り組みが企業の社会的責任として強く求められております。 

以上のことから、「紙パルプ事業基盤強化」「新規事業」「ＧＸ推進」の３本の柱を基本方針と

した中期経営計画2030を策定し推進する予定としております。 

 

記 

 

１． 計画の期間 

 

2026 年度～2030 年度（５年間） 

 

２． 中期経営計画 2030 基本方針 

 

① 紙パルプ事業基盤強化 

『事業構造転換（既存紙製品需要減少への対応）』『エネルギーソースの最適化』 

② 新規事業 

『ＪＶ・Ｍ＆Ａ等による共創ビジネス』『パルプの高度利用』『バイオリファイナリー事業』 

③ ＧＸ推進 

『化石燃料削減』『排出量取引効果の最大化』『植林の推進』『新たな環境目標の設定』 

 

   ＤＸ、人的資本経営を絡めることで上記施策の実行力を高めます。 

 

３． 経営目標 

 

① 2030 年度までに、連結営業利益 80 億円、ＲＯＥ８％の収益確保を目標とします。 

② 製造工程における化石燃料由来のＣＯ２排出量を 2030 年度までに 2013 年度比 50%削減とする従

来目標を上方修正し、2030 年度までに 55％削減することを目標とします。 

 

 

以 上 
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1. 中期経営計画2030 基本方針

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 1

外部環境に対応する営業活動の展開と事業構造転換による企業価値向上、
その後の新規事業領域への展開を見据え、新たな事業戦略の策定を行う

●コスト高
原燃料、人件費、物流費等の上昇

●紙需要の減少
グラフィック用紙を中心とした紙需要の減少

●環境対応の高まり
脱プラスチック需要の増加や脱化石燃料へ向けた動きの加速

外部環境

●市場構造変化への対応
注力すべき分野の選択と集中

●新規事業への取り組み
新たな事業領域への挑戦

●カーボンニュートラルへの歩み
CO2削減取り組みの加速、排出量取引等の有効活用

必要な取り組み



1. 中期経営計画2030 基本方針

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 

GX推進
●化石燃料削減
●排出量取引効果の最大化
●植林の推進
●新たな環境目標の設定

新規事業
●JV・M&A等による共創ビジネス
●パルプの高度利用
●バイオリファイナリー事業

紙パルプ事業
基盤強化

●事業構造転換（既存紙製品需要減少への対応）
●エネルギーソースの最適化
●セルロースナノファイバー早期事業化

基本方針
紙需要の減少が予想される中で、紙パルプ事業の基盤強化・新規事業・GX推進を3本の柱とした施策を
基本方針とし、企業価値の向上を目指す。

紙パ事業
基盤強化

新規事業GX推進

安定した
キャッシュ

創出

脱炭素へ
の貢献

競争力強化

企業価値
向上

2

DX・人的資本経営の推進により、組織全体の効率性と持続的成長を実現、各施策の実行力を高める。
●業務プロセス改善
●社内外データ活用による新たな価値創造
●人材投資・人材戦力 個人・組織の活性化（知・経験のD＆I、リスキリング・学び直し、従業員エンゲージメント）

DX推進
人的資本経営推進



2. 中期経営計画2030 事業戦略 戦略ステップ

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 3

2026

2030

収益拡大

創出したキャッシュを活用し、
新たな収益源の確保を実現

キャッシュ創出による
投資促進

中期経営計画2025から
継続した取り組み

競争力強化に向け
各取り組みを発展

新規事業への着手

収益基盤強化 既存製品の販売促進
新規製品開発

省エネ・脱化石燃料の取り組み

事業基盤強化投資等による生産・エネルギーの最適化

GX取り組み推進

パルプ高度利用

バイオリファイナリー事業

DX・人的資本経営推進による実行力強化

組織全体の
効率性アップ

持続的成長の
実現

キャッシュ創出による
投資促進



2. 中期経営計画2030 事業戦略 戦略ステップ
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収益基盤強化

収益拡大

新規事業への着手

紙パルプ事業基盤強化

GX推進

紙パルプ事業基盤強化

GX推進

新規事業

新規事業

✓既存製品の販売促進、新規製品開発
脱プラ需要を取り込むパッケージング用紙の販売促進
耐油紙等の高付加価値品の開発

✓省エネ・脱化石燃料の取り組み
脱化石燃料に向けた各種取り組みの継続

✓生産・エネルギーの最適化
抄紙機改造や生産集約等による事業構造転換

✓GX取り組みの推進
燃料転換の推進
排出量取引等による収益確保

✓パルプ高度利用
外販パルプの高付加価値化

✓バイオリファイナリー事業
パルプの用途拡大を目指した事業展開の模索



3. 中期経営計画2030 目標

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 

基本方針に沿った各種施策を作成・遂行し、以下の連結収益目標、環境目標の達成を目指す。

連結収益目標

営業利益

80億円
ROE

8％
環境目標

2030年度 製造工程における化石燃料由来CO2排出量

2013年度比55％削減

5



3. 中期経営計画2030 目標 連結収益目標 営業損益見通し
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連結営業損益見通し 差異内訳

81億円
事業構造転換、

事業ポートフォリオ

37億円

11億円

23億円

9億円

販売強化

競争力強化

事業構造転換等

コストダウン他

紙需要の減少を
営業戦略展開による拡販と
2025年度の価格修正効果で

カバー

2025年度 2030年度

80億円



3. 中期経営計画2030 目標 事業ポートフォリオ

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 

紙パルプ事業
（グラフィック用紙）

42%
紙パルプ事業

（パッケージング用紙
衛生用紙
特殊紙
パルプ）

48%

エネルギー事業

5%

新規事業

0.2%

その他事業

5%

紙パルプ事業
（グラフィック用紙）

52%
紙パルプ事業

（パッケージング用紙
衛生用紙
特殊紙
パルプ）

40%

エネルギー事業

5%

その他事業

3%

7

売上高ポートフォリオ

2025年度 2030年度

1,100億円



3. 中期経営計画2030 目標 環境目標 CO2排出量推移

Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 

「中期経営計画2025」の環境目標であった製造工程における化石燃料由来CO2排出量50%削減（2013年度比）から
上方修正し、55%削減を目標として設定
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政府目標
NDC水準
▲46％

411

295

▲28%

295

▲28%

282

▲31%

260

▲37%
213

▲48%

185

▲55%

2013年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 ・・・ 2030年度

目標

当社排出量 政府目標

排出量
185千t-CO2

2013年度比
▲55％

環境目標の更新
▲50％→▲55％

・燃料転換
・石炭使用量削減
・省エネ推進
・植林による

森林吸収の促進

2050年
カーボンニュートラル達成

千tCO2



Chuetsu Pulp & Paper Co., Ltd. 

本資料に記載されている戦略や目標、将来予測等は、現時点で入手可能な情報に基づき
当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。

そのため、今後の当社を取り巻く経済・事業環境などの変化により、実際の業績、その他の結果は、
本資料に記載されている将来の見通しとは大きく異なる可能性があります。

従いまして、投資に関する決定は、投資家ご自身の判断において行うようお願いいたします。
本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。
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